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鶴
岡
市
議
会
９
月
定
例
会
が
７

日
〜

日
ま
で
開
か
れ
ま
し
た
。

29
今
議
会
は
、
平
成

年
度
の
合

17

併
後
半
年
間
の
決
算
の
認
定
議
案

３
件
、
障
害
者
自
立
支
援
法
に
か

か
わ
る
支
援
費
の
減
額
、
藤
沢
周

平
記
念
館
の
建
設
設
計
委
託
料
な

ど
の
補
正
予
算
議
案
６
件
、
国
保

出
産
一
時
金
を

万
円
か
ら

万

30

35

円
に
（
法
改
正
に
よ
る
）
改
正
す

る
条
例
改
正
、
月
山
レ
ス
ト
ハ
ウ

ス
の
設
置
管
理
条
例
な
ど
の
条
例

議
案
７
件
等
の
当
局
提
案
議
案
を

可
決
し
ま
し
た
。

日
本
共
産
党
議
員
団
は
、
合
併

に
よ
る
サ
ー
ビ
ス
低
下
、
行
政
顧

問
の
設
置
、
生
命
科
学
研
究
支
援

の
過
大
な
投
資
な
ど
を
お
こ
な
っ

た
一
般
会
計
決
算
に
反
対
し
ま
し

た
。

介
護
保

険
料
の
引

き
上
げ
、

介
護
制
度

の
改
悪
に

よ
る
市
民

負
担
増
な

ど
を
指
摘

し
て
国
保

会
計
及
び

介
護
保
険

会
計
の
決
算
に
反
対
し
ま
し
た
。

障
害
者
自
立
支
援
法
に
よ
る
自

己
負
担
贈
を
前
提
と
し
た
補
正
予

算
に
も
反
対
し
ま
し
た
。

決
算
議
案
に
賛
成
し
た
の
は
、

新
政
ク
、
黎
明
・
公
明
ク
、
連
合

議
員
団
で
、
反
対
し
た
の
は
共
産

党
と
み
ど
り
鶴
岡
の
４
人
で
す
。

当
局
提
案
の
条
例
議
案
は
す
べ

て
の
会
派
が
賛
成
し
ま
し
た
。

み
ど
り
鶴
岡
と
日
本
共
産
党
議

員
団
で
共
同
提
案
し
た
、
出
資
法

人
や
指
定
管
理
者
の
情
報
公
開
を

求
め
る
条
例
の
一
部
改
正
の
提
案

は
、
提
案
会
派
以
外
の
賛
成
が
得

ら
れ
ず
否
決
さ
れ
ま
し
た
。

補
正
予
算
の
主
な
内
容

・
湯
野
浜
コ
ミ
セ
ン
冷
暖
房
機
の

改
修
費

・
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
集
落
へ
の
設
置
費

・
障
害
者
支
援
費
の
減
額

・
大
鳥
小
屋
ト
イ
レ
改
修
設
計
料

・
温
泉
ゆ
ぽ
か
緊
急
修
繕
費

・
藤
沢
周
平
記
念
館
建
設
及
び

展
示
計
画
策
定
費

・
文
化
会
館
改
修
費

・
市
道
、
林
道
の
災
害
復
旧
費

・
藤
島
渡
前
地
区
下
水
道
真
空
弁

の
改
修
費

福祉用具貸与など市民の願いに反対する与党議員 ○賛成 ×反対 △退席
請願・意見書等 共産 みど 新政 黎明 連合

り 公明
福祉用具貸与についての請願（介護保険を良くする市民の会） ○ ○ × × △×
障害者自立支援法の改善を求める請願（鶴岡市障害者通所施設協議会） ○ ○ ○ △ ○
食糧主権にもとづく貿易ルールと農業・食糧政策の確立を求める請願 ○ ○ × × ×
（農民センター）
道路整備の財源確保を求める意見書（議員発議） × × ○ ○ ○
鶴岡市情報公開条例の一部改正案について（草島進一、共産党発議） ○ ○ × × ×
地方財政の充実・強化を求める請願（連合山形鶴岡田川地域協議会） ○ ○ ○ ○ ○
経営所得安定対策等大綱の具体策に関する意見書の提出について（議員 ○ ○ ○ ○ ○
発議）
言論へのテロ活動を許さない決議について（議員発議） ○ ○ ○ ○ ○
飲酒運転撲滅を宣言する決議について（議員発議） ○ ○ ○ ○ ○

教育基本法「改正」案に関わる意見書の提出を
求める請願（山形県教職員共同闘争連絡会） 継
庶民大増税の中止と消費税増税をしないことを 続
求める請願（消費税増税阻止各界連絡会） 審
残留農薬の「ポジティブリスト制度」の改善を 査
求める請願（農民センター）
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日
本
共
産
党
市
議
団
を
代
表
し

て
三
浦
幸
雄
議
員
が
総
括
質
問
を

お
こ
な
い
ま
し
た
。

委
員
は
公
募
す
べ
き

三
浦

市
の
審
議
会
や
委
員
会
は

同
じ
よ
う
な
構
成
団
体
の
委
員
が

多
く
、
市
民
の
多
様
な
意
見
を
反

映
す
る
に
は
公
募
に
よ
る
人
選
が

必
要
だ
が
ど
う
か
。

市
長

市
民
の
意
見
は
提
案
は
が

き
の
制
度
が
あ
り
公
募
は
考
え
て

い
な
い
。

行
政
顧
問
は

税
金
の
ム
ダ
使
い

三
浦

行
政
顧
問
は
、
議
事
録
も

残
ら
な
い
会
議
に
月
に
一
回
集
ま

っ
て
、
後
は
市
長
と
時
々
相
談
す

る
程
度
の
仕
事
に
、
月
額
報
酬
27

万
円
。
税
金
の
ム
ダ
使
い
と
い
わ

れ
て
も
仕
方
が
な
い
が
。

市
長

行
政
顧
問
に
批
判
が
あ
っ

た
と
思
う
が
、
旧
首
長
と
し
て
の

高
い
次
元
か
ら
の
助
言
を
い
た
だ

い
た
。
会
議
は
６
回
開
き
、
議
会

に
は
内
容
を
届
け
た
い
。
９
月
末

で
任
を
解
く
。

制
度
変
更
で
業
者
困
窮

三
浦

旧
藤
島
町
の
小
規
模
修
繕

工
事
登
録
制
度
は
１
３
０
万
円
ま

で
適
用
さ
れ
て
い
た
が
、
合
併
後

万
円
に
引
き
下
げ
ら
れ
た
。

50
庁
舎
・
公
民
館
等
で
使
用
さ
れ

る
事
務
用
品
は
地
元
調
達
か
ら
本

所
一
括
仕
入
れ
に
な
り
、
今
ま
で

の
納
入
業
者
が
困
り
果
て
て
い

る
。
合
併
し
て
良
く
な
っ
た
と
い

う
声
は
あ
ま
り
聞
か
れ
な
い
。

市
長

支
庁
舎
と
協
議
し
て
妥
当

と
結
論
し
措
置
し
た
。
順
次
理
解

を
求
め
て
い
き
た
い
。

家
族
経
営
の
支
援
を

三
浦

農
業
問
題
で
は
、
認
定
農

業
者
と
集
落
営
農
づ
く
り
が
進
め

ら
れ
て
い
る
が
、
ま
だ

集
落
し

14

か
意
思
表
示
を
し
て
い
な
い
と
聞

く
。
制
度
に
無
理
が
あ
る
。
多
様

な
形
態
の
家
族
経
営
の
支
援
が
大

切
だ
。

残
留
農
薬
の
基
準
が
「
ポ
ジ
テ

ィ
ブ
リ
ス
ト
制
度
」
に
な
り
、
農

家
の
負
担
増
に
ど
う
支
援
す
る

か
。

市
長

制
度
が
こ
の
地
域
に
適
合

す
る
か
、
そ
の
推
移
を
見
な
が
ら

適
切
な
提
言
を
し
て
い
く
。

農
協
な
ど
農
薬
の
飛
散
防
止
に

つ
と
め
て
い
る
。
残
留
基
準
が
厳

格
に
求
め
ら
れ
て
お
り
、
現
実
的

な
検
討
を
し
た
い
。

経
済
的
理
由
で

介
護
施
設
を
退
所

三
浦

昨
年

月
の
介
護
保
険
法

10

改
正
で
、
居
住
費
と
食
費
が
全
額

本
人
負
担
と
な
っ
た
た
め
、
県
の

調
査
で
は
今
年
３
月
ま
で

人
が

57

経
済
的
理
由
で
退
所
し
て
い
る
。

さ
ら
に
４
月
の
改
正
で
、
介
護
度

の
低
い
人
は
保
険
で
利
用
し
て
き

た
介
護
ベ
ッ
ト
や
車
い
す
な
ど
、

経
過
措
置
が
９
月
末
で
期
限
切
れ

と
な
り
困
窮
し
て
い
る
。

介
護
サ
ー
ビ
ス
利
用
料
の
減
免

２
分
の
１
が
４
分
の
１
に
後
退

し
、
所
得
基
準
や
申
請
制
度
の
変

更
で
、

年
度
１
１
３
７
人
の
利

17

用
者
が

年
度
は
該
当
者
３
１
６

18

人
と
大
幅
に
減
少
し
た
。
２
分
の

１
減
免
を
復
活
す
る
考
え
は
な
い

か
。

市
長

鶴
岡
市
で
は
老
健
施
設
14

人
、
介
護
療
養
型
３
人
の

人
が

17

退
所
し
て
い
る
。
負
担
の
大
き
い

個
室
か
ら
多
床
室
に
移
し
た
ケ
ー

ス
が
ほ
と
ん
ど
だ
。

利
用
料
の
減
免
は
、
要
件
に
預

貯
金
の
資
産
が
加
わ
り
、
客
観
的

な
減
免
基
準
に
整
理
さ
れ
た
こ
と

か
ら
４
分
の
１
減
免
制
度
を
導
入

し
た
。
民
間
業
者
の
減
免
事
業
を

全
市
に
拡
大
す
る
こ
と
を
検
討

し
、
低
所
得
者
の
実
態
を
調
査
し

て
配
慮
し
て
い
き
た
い
。

市
独
自
の
支
援
を

三
浦

障
害
者
自
立
支
援
法
が
４

月
施
行
、

月
本
格
実
施
さ
れ
、

10

無
料
か
低
額
だ
っ
た
サ
ー
ビ
ス
が

１
割
の
応
益
負
担
と
な
る
。

障
害
者
団
体
は
法
制
度
の
見
直

し
を
求
め
て
い
る
が
ど
う
か
。
山

形
市
で
は
独
自
の
支
援
策
を
決
め

た
が
。

市
長

国
で
も
修
正
を
加
え
て
い

る
。
利
用
者
の
負
担
軽
減
の
独
自

措
置
は
、
障
害
者
の
実
態
を
把
握

し
慎
重
に
検
討
す
る
。

生
活
保
護
の
車
の
保
有
に

つ
い
て
緩
和
を
（
一
般
質

問
）

三
浦

生
活
保
護
に
お
い
て
は
、

車
の
保
有
は
認
め
て
い
な
い
が
、

車
が
あ
る
こ
と
に
よ
り
就
労
に
結

び
つ
き
、
自
立
の
助
長
に
つ
な
が

る
場
合
は
、
一
部
保
有
を
認
め
る

な
ど
運
用
を
緩
和
で
き
な
い
か
。

健
康
福
祉
部
長

車
の
保
有
に
つ

い
て
は
認
め
ら
れ
な
い
と
い
う
原

則
を
踏
ま
え
な
が
ら
運
用
を
お
こ

な
う
こ
と
が
大
前
提
で
あ
る
が
、

合
併
に
よ
り
地
域
が
相
当
広
く
な

り
、
今
後
例
外
的
な
事
例
も
出
て

く
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
そ

う
し
た
事
例
に
応
じ
て
適
切
な
運

用
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

共
産
党
の
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
に

寄
せ
ら
れ
た
問
題
で
現
地
調
査
。

街
灯
の
自
治
会
負
担
の
問
題
や

側
溝
の
排
水
、
子
ど
も
の
遊
び

場
な
ど
、
笹
山
一
夫
県
議
（
左

か
ら
２
人
目
）
と
共
に
住
民
か

ら
説
明
を
受
け
る
（
温
海
・
戸

沢
地
区
・
右
２
人
目
が
三
浦
幸

雄
市
議
）
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介
護
ベ
ッ
ト
取
り
上
げ

介
護
保
険
制
度
改
悪
に
よ
っ

て
、今
年
４
月
か
ら
介
護
度
の「
軽

い
」
人
へ
の
サ
ー
ビ
ス
が
縮
小
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
福
祉
用
具
の
貸

与
で
も
全
９
品
目
中
介
護
用
ベ
ッ

ド
・
電
動
車
イ
ス
な
ど
５
品
目
に

つ
い
て
、「
軽
度
」
の
人
が
対
象

か
ら
外
さ
れ
ま
し
た
。（
そ
れ
ま

で
貸
与
さ
れ
て
い
た
人
は
、
９
月

ま
で
猶
予
期
間
あ
り
）。

関

ベ
ッ
ド
を
取
り
上
げ
ら
れ
よ

う
と
し
て
い
る
高
齢
者
の
実
例
も

示
し
、
腰
痛
や
嚥
下
障
害
な
ど
医

療
上
ベ
ッ
ド
を
必
要
と
す
る
人
も

対
象
か
ら
外
さ
れ
る
こ
と
を
指
摘

し
な
が
ら
、
鶴
岡
で
の
改
悪
の
影

響
と
、
そ
の
こ
と
に
つ
い
て
市
が

ど
の
よ
う
に
認
識
し
て
い
る
か
質

し
ま
し
た
。

市
当
局
は
改
悪
を
容
認

健
康
福
祉
部
長

貸
与
の
対
象

か
ら
外
さ
れ
る
人
が
全
体
の

％
25

・
２
９
５
人
に
の
ぼ
る
こ
と
を
明

ら
か
に
し
な
が
ら
も
、「
将
来
に

渡
り
制
度
を
維
持
す
る
た
め
に
制

度
変
更
は
必
要
」と
改
悪
を
容
認
、

「
大
き
な
混
乱
も
無
く
、
ス
ム
ー

ズ
な
移
行
が
で
き
る
」
な
ど
と
、

利
用
者
・
家
族
の
困
難
を
よ
そ

に
、
問
題
は
起
こ
ら
な
い
と
い
う

見
解
を
示
し
ま
し
た
。

関

①
今
回
の
改
悪
は
「
自
立

支
援
」
を
名
目
に
お
こ
な
わ
れ
た

が
、
ベ
ッ
ド
を
使
っ
て
自
立
し
て

い
る
方
か
ら
ベ
ッ
ド
を
と
っ
て
し

ま
え
ば
要
介
護
度
の
悪
化
す
ら
懸

念
さ
れ
る
。こ
れ
が
ど
う
し
て「
自

立
支
援
」
な
の
か
、

②
「
要
介
護
度
２
以
上
で
な
い
と

ベ
ッ
ド
が
借
り
ら
れ
な
い
」で
は
、

要
介
護
度
が
重
く
な
る
こ
と
を
期

待
し
て
し
ま
っ
て
も
お
か
し
く
な

い
で
は
な
い
か
。

③
軽
度
の
人
の
ベ
ッ
ド
貸
与
に
か

か
っ
て
い
る
（
介
護
保
険
財
政
か

ら
の
）
費
用
は
月
１
２
０
０
０
円

弱
。
こ
れ
で
毎
日
使
っ
て
い
る
。

ベ
ッ
ド
が
な
く
な
っ
て
、
毎
日
ヘ

ル
パ
ー
を
頼
む
、
家
族
が
仕
事
を

や
め
る
、
こ
ん
な
ふ
う
に
な
る
よ

り
も
ず
っ
と
効
率
的
で
も
あ
る
。

④
レ
ン
タ
ル
は
月
２
５
０
０
円
〜

３
１
５
０
円
位
、
購
入
は

万
円

15

〜

万
円
以
上
も
。

30高
齢
者
の
２
割
近
く
が
年
収
１

０
０
万
円
以
下
、
４
割
が
２
０
０

万
円
以
下
、
国
民
年
金
平
均
額
４

６
０
０
０
円
、
こ
う
い
う
状
況
の

中
で
負
担
は
重
大
ー
な
ど
を
指
摘

し
、
市
独
白
の
補
助
制
度
を
創
設

す
る
べ
き
と
迫
り
ま
し
た
。

制
度
の
創
設
を
研
究
す
る

健
康
福
祉
部
長
「
実
態
把
握
に

努
め
な
が
ら
、
福
祉
用
具
の
安
価

な
貸
与
や
レ
ン
タ
ル
料
金
へ
の
助

成
な
ど
に
つ
い
て
、
全
国
の
事
例

等
も
調
査
し
な
が
ら
、
必
要
性
の

有
無
も
含
め
て
研
究
し
て
参
り
た

い
」
と
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

な
お
、
電
動
車
イ
ス
の
貸
与
に

つ
い
て
は
、
全
国
の
運
動
の
結
果

８
月
に
厚
労
省
の
通
達
が
出
さ

れ
、「
日
常
的
に
必
要
な
人
」
は

引
き
続
き
貸
与
さ
れ
る
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
。

与
党
が
請
願
も
否
決

福
祉
用
具
貸
与
の
問
題
で
は
、

介
護
保
険
を
良
く
す
る
市
民
の
会

か
ら
の
請
願
も
提
出
さ
れ
ま
し

た
。
私
は
採
択
す
べ
き
と
賛
成
討

論
を
お
こ
な
い
ま
し
た
が
、
新
政

ク
ラ
ブ
が
「
実
態
を
調
査
し
て
か

ら
」
な
ど
と
反
対
討
論
、
共
産
党

と
み
ど
り
鶴
岡
の
４
人
を
除
く
、

オ
ー
ル
与
党
が
全
員
否
決
に
回
っ

た
た
め
不
採
択
と
な
り
ま
し
た
。

議
員
が
介
護
サ
ー
ビ
ス
利
用
者

・
家
族
の
実
態
を
知
ら
な
い
よ
う

で
は
困
っ
た
も
の
で
す
。

国
保
大
増
税
を
追
及

関

①
国
保
税
増
税
の
影
響
は
ど

う
か
。
今
後
の
増
税
計
画
は
や
め

る
べ
き
。

②
受
診
時
に
医
療
費
を
一
旦
全
額

払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
全
国
で
死

亡
例
も
生
ん
で
い
る
「
資
格
証
明

書
」
の
増
発
は
や
め
よ
と
質
し
ま

し
た
。

市
民
部
長

「
市
の
税
率
改
定

で
３
億
円
増
税
、
国
の
増
税
の
影

響
で
旧
鶴
岡
分
だ
け
で
５
千
万
円

の
増
税
」。「
単
年
度
の
収
納
率
は

％
（
＝
８
％
が
滞
納
）、
滞
納

92額

億
２
千
万
円
」（
前
年
度
ま

12
で
の
分
を
含
む
累
計
）
と
い
う
状

況
に
も
か
か
わ
ら
ず
、「
収
支
バ

ラ
ン
ス
を
確
保
す
る
た
め
に
、
増

税
は
避
け
ら
れ
な
い
」、「
資
格
証

明
書
は
昨
年
の
倍
の

件
、
短
期

33

保
険
証
（
有
効
期
間
３
ヶ
月
）
も

９
６
４
件
発
行･･

公
平
の
観
点
か

ら
発
行
は
必
要
」
な
ど
と
答
弁
し

ま
し
た
。

税
軽
減
は
急
務

関
市
議
は
、「
税
軽
減
が

％
46

と
正
規
の
税
率
が
適
用
で
き
な
い

人
が
半
分
近
く
、
滞
納
が
約
２
７

０
０
世
帯
で
加
入
者
の

・
６
％

12

に
な
っ
て
お
り
、
税
額
自
体
が
市

民
の
担
税
能
力
を
超
え
て
い
る
」

と
し
て
、「
一
般
財
源
の
投
入
を

含
め
た
税
軽
減
努
力
、
減
免
制
度

を
実
効
性
の
あ
る
も
の
と
し
て
活

用
し
て
い
く
こ
と
」
を
求
め
ま
し

た
。

共産党鶴岡地区の
市民アンケートから
（中間集約・上位３つ）

★合併して

行政が遠くなった48.0％

サービスが低下 20.9％

負担が増加 20.9％

良くなった ０％

★国県市政に望む

高齢者福祉支援 72.8％

保健医療の充実 59.3％

積雪対策 42.0％

★子育て支援に望む

医療費無料化 43.2％

保育料引き下げ 42.0％

教育費負担軽減 41.0％

★介護福祉に望む

国保税介護料軽減88.9％

利用料引き下げ 46.9％

介護激励金復活 25.9％
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教
育
基
本
法
に
対
す
る
見

解
を
聞
く

加
藤

現
行
教
育
基
本
法
に
つ
い

て
教
育
長
の
評
価
・
見
解
を
聞
き

た
い
。

ま
た
、
小
学
六
年
生
社
会
科
の

通
知
表
で
「
国
を
愛
す
る
心
情
」

を
評
価
項
目
に
入
れ
て
い
る
学
校

が
あ
る
。

国
を
愛
す
る
と
い
う
よ
う
な
内

心
を
評
価
す
る
こ
と
は
必
要
な
い

の
で
は
な
い
か
。

教
育
長

戦
後
の
教
育
を
確
立
す

る
た
め
に
碩
学
の
英
知
を
集
め
て

草
案
さ
れ
、
崇
高
な
目
標
を
掲
げ

多
面
的
に
熟
慮
さ
れ
た
す
そ
野
の

広
い
す
ば
ら
し
い
も
の
と
考
え

る
。し

か
し
、
戦
後

年
の
教
育
を

60

省
み
て
今
後
の
日
本
の
教
育
の
あ

り
よ
う
を
い
ろ
い
ろ
な
立
場
、
視

点
か
ら
見
直
す
こ
と
は
意
義
深
い

と
考
え
る
。

「
愛
国
心
」
の
通
知
表
は
、
国

を
愛
す
る
心
情
の
み
を
評
価
す
る

も
の
で
な
い
。
現
実
的
に
評
価
は

困
難
で
あ
る
。
身
近
な
も
の
か
ら

国
全
体
ま
で
、
意
欲
的
に
調
べ
、

学
習
に
ど
う
取
り
組
ん
だ
か
評
価

し
て
い
る
。
心
情
等
を
直
接
的
に

評
価
し
な
い
よ
う
に
指
導
し
て
い

る
。

藤
沢
記
念
館
の
展
示
公
開

加
藤

藤
沢
周
平
記
念
館
の
具
体

的
な
計
画
に
当
た
っ
て
、
藤
沢
文

学
を
原
作
に
し
た
映
画
、ド
ラ
マ
、

演
劇
等
の
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
。ま
た
、

脚
本
、
シ
ナ
リ
オ
、
ポ
ス
タ
ー
な

ど
を
二
次
資
料
と
し
て
展
示
・
公

開
の
考
え
は
な
い
か
。

教
育
次
長

記
念
館
は
藤
沢
作
品

の
あ
り
の
ま
ま
を
味
わ
い
感
じ
て

も
ら
い
、
文
学
の
本
質
に
触
れ
る

こ
と
を
基
本
に
し
て
い
る
。

映
像
作
品
は
原
作
を
再
現
す
る

媒
体
で
な
く
活
用
は
考
え
て
い
な

い
。
本
人
の
映
像
の
活
用
、
館
独

自
の
映
像
作
成
は
あ
り
得
る
。

藤
島
地
区
保
育
園
の
送
迎

バ
ス
更
新
を

加
藤

藤
島
地
区
の
保
育
園
送
迎

バ
ス
３
台
の
内
２
台
は
平
成
４
年

に
購
入
さ
れ
、
走
行
距
離
も

万
15

キ
ロ
メ
ー
ト
ル
を
超
え
老
朽
化
も

進
ん
で
い
る
。

ク
ー
ラ
ー
も
付
い
て
お
ら
ず
夏

は
具
合
悪
く
な
る
園
児
も
で
た
。

送
迎
バ
ス
更
新
の
考
え
は
。

健
康
福
祉
部
長

朝
夕
２
回
の
運

行
で
１
回

分
以
内
に
な
る
よ
う

30

に
し
て
い
る
。

藤
島
庁
舎
で
は
更
新
時
期
に
来

て
い
る
の
は
確
認
し
て
お
り
、
車

様
の
調
査
、
運
営
方
式
も
含
め
総

合
的
に
検
討
し
て
い
く
。

行
政
顧
問
の
成
果
あ
る
か

加
藤

行
政
顧
問
の
会
議
は
一
年

間
で
６
回
や
っ
て
い
る
が
「
設
置

し
て
良
か
っ
た
」
と
言
え
る
も
の

は
具
体
的
に
何
か
。

調
査
課
長

市
長
自
身
の
市
政
運

営
の
助
言
の
た
め
に
、
旧
町
村
の

ト
ッ
プ
と
し
て
の
意
見
を
聞
い
て

市
政
運
営
に
役
立
て
る
た
め
の
も

の
。
成
果
に
つ
い
て
私
ど
も
が
申

し
述
べ
る
事
で
は
な
い
。

先
端
生
命
科
学
研
究
へ
の

支
援
は
検
証
す
べ
き

加
藤

先
端
生
命
科
学
研
究
関
連

に
昨
年
度
は
８
億
６
千
万
円
支
出

し
て
い
る
。

研
究
支
援
は
５
年
間
を
目
処
と

し
て
い
る
が
、
研
究
成
果
等
を
検

証
し
て
支
援
の
あ
り
方
を
決
め
る

べ
き
で
は
な
い
か
。

企
画
調
整
課
長

申
し
上
げ
る
立

場
に
な
い
が
、
県
民
、
市
民
の
税

金
で
一
定
の
支
援
を
し
て
い
る
の

で
、
研
究
の
成
果
を
報
告
し
て
い

た
だ
く
こ
と
は
当
然
あ
っ
て
し
か

る
べ
き
と
考
え
る
。

平
和
く
ら
し
の
た
め
に
全
力

日
本
共
産
党
は
来
年
夏
に
行
わ
れ
る
参
院
選
挙

の
候
補
者
を
発
表
し
ま
し
た
。

紙
智
子

比
例
代
表

参
議
院
議
員

佐
藤
ま
さ
ゆ
き

山
形
選
挙
区

県
常
任
委
員

社
会
保
険
労
務
士

選
挙
区
は
佐
藤
ま
さ
ゆ
き
な
ど
氏
名
で
、

比
例
代
表
は
共
産
党
な
ど
政
党
名
で

投
票
し
ま
す
。

（
写
真
上
）
笹
山
一
夫
県
議
（
左
）

と
藤
島
駅
周
辺
の
問
題
を
現
地

調
査
す
る
加
藤
太
一
市
議
（
真

ん
中
）。

駅
前
町
内
会
長
の
阿
部
健
治

郎
氏
か
ら
説
明
を
受
け
、
駅
舎

西
側
用
地
の
活
用
問
題
や
、
藤

島
駅
笹
花
線
都
市
計
画
道
路
整

備
に
つ
い
て
調
査
す
る
。


